
地球環境史（地球科学系）
現代地球科学（物理系学科）

担当教員：今泉俊文

● 第6回
（5月26日）

● 第7回
（6月2日）

● 第8回
（6月9日）

● 第9回
（6月16日）

活断層とは何か、地表の特徴を調べる

活断層の地下の形状・構造を調べる

（今泉 俊文 担当）

（岡田 真介 担当）
（災害科学国際研究所）



● 活断層とはどのようなものか？

地球環境史（地球科学系）
現代地球科学（物理系学科）

担当教員：今泉俊文

5月26日・6月2日

● 活断層はどのように調べるか？

● 活断層による災害は？

● 活断層の分布の特徴は？
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Distribution  of  earthquakes  larger  than  Magnitude  9.0,  in  past  100  year  (from  earthquake    research  institute)    



文科省・地震調査本部のパンフレット「地震がわかる」より

日本列島は4つのプレートが会合する、世界でもまれな位置にあります。そのような位置にある日本では、どのような

場所で地震が起こっているのでしょうか。また、その地震活動にはどのような特徴があるのでしょうか。

1. 日本列島とその周辺のプレート

日本列島の太平洋側には、日本海溝、相模トラフ、駿河トラフ、南海トラフなどの深い溝

状の海底地形が見られます。ここは、プレートの境界にあたり、海のプレート（太平洋プ

レート、フィリピン海プレート）が陸のプレート（北米プレート、ユーラシアプレート）

の下に沈みこんでいます。海溝やトラフで海のプレートが大陸のプレートの下に沈み込む

理由は、海のプレートが陸プレートよりも重いためです。日本列島は、陸のプレートであ

る北米プレートとユーラシアプレートに位置しています。太平洋プレートは、東南東の方

向から年間約8cmの速さで日本列島に近づき、日本海溝などから陸側のプレートの下に沈

み込んでいます。フィリピン海プレートは、ほぼ南東の方角から年間3～5cm程度の速さで

日本列島に近づき、南海トラフなどから陸側のプレートの下に沈み込んでいます。このよ

うな海のプレートが陸のプレートの下側に沈み込む運動により、プレート境界やその周辺

の岩盤に巨大なひずみが蓄積されるために、日本では非常に多くの地震が起こります。

震源の分布を日本列島の東西断面で見ると、沈みこむプレートに沿っ

て帯状に分布する地震と、大陸のプレートの浅い部分に分布する地震

が見られます。日本列島の太平洋側では、海のプレートが陸のプレー

トの下に沈み込んでいるため、東―西方向ないし南東―北西方向に強

い圧縮の力がかかっています。この海のプレートの沈み込みと、それ

に伴う陸地の圧縮により、プレート境界の周辺や内陸で多くの地震が

発生します。なお、日本海東縁ではこれまで大地震がいくつか起きて

おり、ここにプレート境界があるという学説があります。この地域に

おける地震発生のしくみは、現在も研究されています。日本列島やそ

の周辺で発生する地震は、発生する場所や発生の仕方によって、「プ

レート間地震」、「沈み込むプレート内の地震」、「陸域の浅い地

震」、「火山活動に伴う地震」などのタイプに分けられます。

日本で起こる地震とその特徴



文科省・地震調査本部のパンフレット「地震がわかる」より

日本列島の太平洋側の日本海溝や南海トラフなどでは、海のプレートが陸のプレートの下に沈み込み、陸のプレートが

常に内陸側に引きずり込まれています。この状態が進行し、蓄えられたひずみがある限界を超えると、海のプレートと陸
のプレートとの間で断層運動が生じて、陸側のプレートが急激に跳ね上がり、地震が発生します。これをプレート間地震
といいます。また、海のプレート内部に蓄積されたひずみにより、海のプレートを構成する岩盤中で断層運動が生じて地
震が発生することもあります。これを沈み込むプレート内の地震といいます。陸のプレート内にも、プレート運動に伴う
間接的な力によってひずみが蓄えられ、そのひずみを解消するために日本列島の深さ20km程度までの地下で断層運動が生

じて地震が発生します。陸のプレート内で規模の大きな断層運動が生じると地表付近にまでずれが現れます。地震調査研
究推進本部では、海溝やトラフのプレート境界やその付近で発生する地震を「海溝型地震」、陸のプレートの浅い部分で
発生する地震を「陸域の浅い地震」と呼んでいます。



文部科学省の資料による

文部科学省の資料による

日本列島及び周辺の地震活動 東北地方の地震の起こり方



文科省・地震調査本部のパンフレット「大地震のあと，余震はどうなるか」より



1995年1月17日 兵庫県南部地震



日本の自然災害（日本専門図書出版,2009）による



1995年1月17日 兵庫県南部地震



日本の自然災害（日本専門図書出版,2009）による



日本の自然災害（日本専門図書出版,2009）による



2011年4月11日の‘いわき’の地震



 

 

断層粘土と断層条線



「活断層は，最近の地質時代に繰り返し活動し，
①〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜 ②〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜

将来も活動すると考えられる断層」
②〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜

（活断層研究会，1980）

① 第四紀（過去200万年間・50間年間・10万年間）

② どのようにして（累積変位）認定するか

③ 長期的な地震発生の予測（規模・時間）が可能

＜活断層とは何か＞



活断層とは何か

第四紀は地質時代の一つで、258万8000年

前から現在までの期間。他の地質時代が生

物相の大幅な変化（特に大量絶滅）を境界

として定められたのに対し、第四紀は人類

の時代という意味で決められた。したがっ

て、古人類学の進展に伴い次々に古い原人

が発見されるとともに第四紀の始まる年代

も変化していった。現在ではヒト属の出現

を基準とし、地質層序や気候変動を併用し

て決定している。

貝塚爽平ほか編（1985）「写真と図で見る地形学」

第四紀



1．間欠活動性（=地震性）
2．一様反復性（第四紀のずれの累積性）
3．活動（大地震）の稀発性
4．動き方（大地震の反復・間隔）の固有性

日本の活断層の基本的性質

（松田、1994による）

繰り返し活動する断層



震源断層 ←・・・→ 地表地震断層

逆断層の例

？

元図は，松田（1992）

＜用語＞
〇 震源断層 ←・・（地震断層）・・→ 地表地震断層

○ （地質）断層 ⊃ 活断層 ⊃ 地震断層

★
地下深くには
続かない断層

○ 活断層判読調査

○ トレンチ調査
○ ジオスライサー調査

○ ボーリング調査

○ 地質構造調査
○ 反射法地震探査

○ 重力調査

○ 地震観測調査

地
表
付
近

↓

地
下
深

部
へ

活断層を調べるにはどんな調査があるか



断層の種類と応力

縦
ず
れ
断
層

横
ず
れ
断
層

逆断層正断層

右ずれ断層左ずれ断層

押す力 引く力

文部科学省の資料による

断層の種類（動き方）



【活断層の調査方法】

1．空中写真の判読調査

土地がたとえ森林や田畑に覆
われていても、山や谷あるい
は平坦地などの地形がよく判

れば活断層を発見することが
できます。そこで広く利用さ
れているのが既存の空中写真

を用いた地形調査です。
専門家が丹念に見て、平坦地
の段差や谷や尾根の左右の食
い違いをチェックします。川

や海の作用つまり浸食や堆積
の作用で説明できない地形が
見つかれば、活断層である可

能性があり、現地へ出かけて
さらに調査します。

断層変位地形の判読
＜リニアメント ≠ 活断層＞

地震調査推進本部のパンフレット



縦ずれ断層の断層変位地形の例

三角末端面

低断層崖

撓曲崖

新編日本の活断層（1991）より

断 層

断 層

主断層
地下深く震源
断層続く

地表付近の様子・・坂道や斜面

副断層
枝断層

◎ 断層のずれによってできた崖
◎ 断層変位に累積がある

（繰り返し活動した証拠）

とう きょく がい

撓 曲 崖



横ずれ断層による断層変位地形

地震調査推進本部のパンフレット

尾根・谷の曲がり・食い違い
崖のずれ



断層変位基準地形（地層）

・ 道路・グランド（人工地形）
・ 沖積面
・ 河岸段丘面
・ 扇状地面

・ 山地斜面
・ 堆積層など

◎ 面的な変位基準になり得るもの

もともと一続きの地形（地層）で、更にそ
の地形（地層）の形成年代がわかってい
る場合には、変位量と平均変位速度もわ
かる。

◎ 線的な変位基準になり得るもの

・ 道路・溝（人工地形）
・ 河川
・ 段丘崖
・ 尾根線

・ 節理・断層など



実体視（3Ｄ）を行いながら、活断層を探す
空中写真に代わるツール → ＤＥＭデータを使用

3Ｄ体験
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Tohoku	
  University
Kawauchi Campas



斜度図
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ＤＥＭ画像から活断層を探す

（立体斜度図）
伊豆・丹那断層の例



ＤＥＭ画像から活断層を探す
（立体斜度図）

阿寺断層の例

断層はどこにあるだろうか？
どんな動きの断層だろうか？



1995年兵庫県南部地震は，野島断層の活動によって発生した

新編日本の活断層（1991）より



日本の活断層の分布図

新編日本の活断層（1991），文科省・地震調査本部のパンフレット
「地震の発生メカニズムを探る」などによる

全国の陸上の活断層は約2000近いと数えられ
ている．そのうち主要（長さが約20ｋｍ以上

の確かな断層）活断層98（現在は110に追加）
が選定され調査が行われている





地震調査推進本部による

断層のタイプ別



断層の長さ別分布

地震調査推進本部による



本日の課題

〇 東日本と西日本の活断層には、
どんな違いがあるだろうか？

〇 どういう理由が考えられるだろうか？


